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飄然とパブの外へ姿を消した。
私はグリニッジ・パークの東側の小さいメゾ
ネットに妻子と住み、電話がなかったので、オッ
クスフォードに住む彼女と何度か手紙のやりとり
をした。彼女はかなり自分勝手でせっかちだっ
た。プロットも人物の役柄も教えずに、ただ将軍
とか謀反者とか王女と書いてくるだけだったか
ら、私はほとんど当てずっぽうに思い浮かぶ名前
の漢字、発音、意味合いなど、80名か90名くらい
のリストを作って送りとどけた。
礼状に ‘Let  us  keep  in  touch.’ とあった。し
かしどの名前をどう使ったかの説明はなかった
し、翌年その戯曲が The  Three  Arrows の題名で
上演され、さらにその翌年に書物にもなったらし

いが、私にはなんの音沙汰もなかった。
もっとも、私は1972年の暮れにはギリシャのア

テネに移り住んで、3か月ほどソフォクレスやエ
ウリピデスについて調べ、帰国してからは大急ぎ
で日本の古典文学を読みあさり、いつからともな
く比較文学的な研究にうつつを抜かすようになっ
た。
戯曲本を私が手にしたのは何年もずっと後のこ

とである。農地騒動の首謀者ヨリミツや将軍ムサ
シ、皇女ケイコ、法皇トクザンなどが登場するけ
れども、もう記憶がうすれて、私が提供した名前
をそっくり利用したものかどうか、分からない。
あるいは別にどなたかが選択や修正を示唆してあ
げた結果なのかもしれない。

第 20回大会報告記

中　窪　　　靖

10月27日（土）京都文教大学において、第20回
日本アイリス・マードック学会が開催された。ま
ずは、12：30より総会が行われ、ハラー会長の挨
拶の後、岡野副会長より午前中に行われた理事会
報告があった。次回の開催はマードックの生誕
100年に当たるので、何か特別な企画ができない
かとの意見のあったこと、その意味もありマー
ドック研究の大御所を講演のゲストとして招聘す
べく働きかけを行う旨の報告がなされた。次回、
大会は明治学院大学を会場にして、10月に行う予
定である。
当日は、4つの研究発表と1つの特別講演が行わ
れた。
1つ目の研究発表、フィオナ・トムキンソン
氏 の「Between  symbolism  and  realism:  death,  
rebirth  and  intertexuality  in  The  Book  and  the  
Brotherhood」では、氏は作品 The  Book  and  the  
Brotherhoodを中心に、その中に現れる19世紀と
20世紀の作家、ディケンズ、ウルフ、そしてロレ
ンスの影響を指摘した。
2つ目の研究発表、岡野浩史氏の「‘Something  

Special’再読」では、氏はマードックの異色作

品 Something  Special の中に、ジェイムズ・ジョ
イスの唱える“エピファニー（epiphany）”を見
出そうとする研究であった。発表者は、イヴォン
ヌの決断を、彼女の中で「単純平凡な事件や経験
を通して直感的に真実の全貌を掴む」といういわ
ゆる啓示を得たからではないかと結論付けた。合
わせて、発表者からはこの作品の翻訳に多くの不
備が見られるとの指摘があった。
3つ目の研究発表、ウェンディ 中西氏の「Iris  

Murdoch’s  Letters  in  the  English  Epistolary  
Tradition」では、氏はイギリス小説の勃興期に起
こった「書簡体小説」の伝統の中で、膨大な手紙
を通じて作家マードックの日常と創作活動のはざ
まを覗き見ようとする試みであった。
4つ目の研究発表、ポール・ハラー氏の

「‘Usually  The  Better  Ones’:  Into  Crystalline  
with  Murdoch  and  Kuan  Yin」では、まず氏は
マードックの矛盾する主張を指摘した。マードッ
クはそのエッセイ ‘Against  Dryness’ でモダニス
ト作家の作品を「無味乾燥な表現」に終始すると
非難するが、一方で、この特質は彼女の作品を動
的にすることに成功している。そして、矛盾する
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ように見えるが、マードックの crystalline という
言葉を手掛かりにすると、そこには作家独自の機
転の利いた作風が読み取れる。氏は、それをマー
ドックの詩、 ‘The  Phoenix  Hearted’（1938）と、
A  Severed  Head （1961） の中に見出そうとした。
最後のプログラムは講演である。講演者は、
オーストラリアのファリンダー大学のジリアン・
ドゥリー博士である。講演者の母国であるオース
トラリアでの、アイリス・マードックの受容の歴
史を、氏の体験も交えて約1時間の講演の中で聞
かせていただいた。また、氏がその著作の中で取

り上げているオーストラリア人哲学者とマードッ
クとの交流が紹介された。
いずれの研究も講演も、マードック研究者に

とっては示唆に富むものであった。ただ、今回の
ように英語が飛び交う国際大会のような場にもか
かわらず、参加者が少なく寂しい雰囲気の中での
大会であったのが唯一残念なことである。来年は
アイリス・マードックの生誕100周年を迎えるの
で、次回は、より多くの参加者を迎えての大会と
なることを祈念したい。

特別講演要旨

Iris  Murdoch  and  Australia:  Her  Life,  Her  Novels   
and  Her  Reputation

Gillian  Dooley

Australia  is  marginal  in  Iris  Murdoch’s  life  and  work.  Although  her  name  is  well-known,  
especially  since  the  film  Iris  came  out  in  2001,  and  her  novels  are  quite  widely  read  in  
Australia,  her  fiction  has  not  been  studied  to  any  extent  in  Australian  universities.  Her  
novels  haven’t  been  set  for  any  undergraduate  courses  in  Australia,  and  my  2001  PhD  
thesis  is  one  of  only  nine  higher-degree  dissertations  on  either  her  fiction  or  philosophy  
from  the  early  1970s  to  the  present  day.  However,  her  philosophy  is  now  being  studied  
by  many  Australian  scholars.  

Murdoch  visited  Australia  only  once,  for  five  weeks,  on  a  British  Council  tour  in  
1967.  She  had  a  few  Australian  friends,  including  her  colleague  at  St  Anne’s  College,  
Margaret  Hubbard;  Carmen  Callil,  her  editor  at  Chatto  &  Windus;  and  philosopher  Brian  
Medlin  from  Flinders  University.  There  are  some  Australian  characters  in  her  novels,  
such  as  Penn  Graham  in  An  Unofficial  Rose,  Kenneth  Rathbone  in  The  Green  Knight,  
and  Cantor  Ravnevik  in  Jackson’s  Dilemma.  Australia  is  often  mentioned  in  passing  as  a  
distant  and  sometimes  romantic  destination  in  her  other  novels.  Richard  Todd,  in  a  1986  
symposium,  suggested  that  ‘Australia  was  often  a  way,  a  place  for  characters  to  just  
leave  at  the  end  of  the  novel,  to  exit  or  . . .  to  start  a  new  life.  But  it  is  also  a  way  of  
getting  them  out  of  the  world  of  the  novel,  isn’t  it?’  Murdoch  replied,  ‘Yes,  certainly.  
Yes,  I  mean  you  don’t  want  to  kill  them  all,  you  know,  you  send  them  to  Australia.’1

In  this  talk  I  discuss  Murdoch’s  relationship  with  Australia  and  Australians  in  her  
life  and  work.  I  look  at  the  archival  evidence  for  what  she  discovered  about  Australia  
from  her  UK-based  Australian  friends.  I  draw  on  her  lively  letters  home  to  friends  


